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平成20年度 第84回 教育研究審議会議事要録 

 

日 時 平成20年10月14日（火）10:10～11:30 
場 所 北方キャンパス本館 Ｅ701会議室 
出席者 ＜委員＞  矢田学長、近藤副学長、松藤副学長、中野副学長、尾上事務局長、板谷外国語学部長、 

白石経済学部長、松尾文学部長、山本法学部長、梶原国際環境工学部長、 
漆原基盤教育センター長、横山社会システム研究科長、齋藤マネジメント研究科長、 
稲月学生部長、二宮教務部長、木原国際教育交流センター長、晴山都市政策研究所長、 
田村入試センター長、吉塚地域貢献室長 

 
配布資料 
１    公立大学法人北九州市立大学教育職員の任期に関する規程改正（案） 
２－１  基盤教育センター教員採用人事について（基盤教育センターひびきの分室） 
２－２  教員採用申請書（基盤教育センターひびきの分室） 
２－３  欠員補充申請書（基盤教育センターひびきの分室） 
２－４  欠員補充申請書（基盤教育センター） 
３    平成20年度前期学友会交渉申し入れ書回答（案） 
４    学生早期支援システム（平成20年度前期）実施報告 
５    平成21年度科学研究費補助金の公募について 
 
（ 冒頭、第83回教育研究審議会議事録（案）について確認。 ） 
 
 
 
第１号 公立大学法人北九州市立大学教育職員の任期に関する規程の改正について 
 
＊  資料１のとおり、公立大学法人北九州市立大学教育職員の任期に関する規程の改正について提案。 
 
● 助教についての説明資料のうち、６ 平成１９年４月採用者の取り扱いについて、「前項ただし書きの例外と

する」という表現は、「５ 運用について（採用方針）についてのただし書きの例外とする」という表現にすべ

きではないか。 
○ 正式な規程は、次ページ目の大学教職員の任期に関する規程のとおり。その説明資料として添付したもので

あるが、法的な条文とは異なるので、ご指摘のとおり修正したい。 
 
【議長】提案について一部修正のうえ、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
第２号 教員の採用について 
 
＊  資料２－１のとおり、基盤教育センター 異文化言語（英語）教育担当の教員採用人事について、選考委

員会から、応募者がなく、再度年度内に公募方式による採用人事を進める旨を報告。 
 
【議長】報告について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
 
 



－2－ 

 
＊  資料２－２のとおり、基盤教育センターひびきの分室からの申請に基づき、異文化言語（英語）教育担当

教員２名の再公募について提案。 
 
○ 前回の教育研究審議会で選考委員会の構成の見直しを行ったが、これを踏まえた最初の選考委員会となる。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
＊  資料２－３のとおり、基盤教育センターひびきの分室からの申請に基づき、平成２１年３月３１日付で退

職する吉原久仁夫教授の後任として、経済学関連科目担当教員１名の欠員補充について提案。 
 
● 採用する職員の担当科目に、環境経済など環境に関するものがないが。 
○ 環境はアジア経済に不可欠であり、いわずもがなと考えている。そのため選考委員に環境専門の教員を加え

ている。 
● 後任者は、社会システム研究科で現在、吉原教授が担当している科目も担当することになるのか。 
○ 当面学部しか考えていない。採用が決まった時点で改めて話し合いで検討してほしい。採用人事について、

担当科目は基本的なものとし、まずはその科目についての教育責任を第一に考えて行う。そのうえで、兼担等

個別事項について話し合い等で検討していただきたい。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
＊  資料２－４のとおり、基盤教育センターからの申請に基づき、平成２１年４月１日付で基盤教育センター

准教授として採用される浅羽修丈助教の後任として、情報学担当教員１名の欠員補充（任期４年）について

提案。  
 
● 現在、浅羽先生が行っている授業アンケートの電子化プログラム等はどうなるのか。 
○ 担当科目のうち、相当コマ数を学術情報総合センターの仕事に充てている。当該センターの仕事として受け

ざるを得ないと考えている。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
第３号 平成20年度前期学友会交渉申し入れ書回答（案）について 
 
＊ 資料３のとおり、平成20年度前期学友会交渉申し入れ書回答（案）について提案。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
 
報告 
① 学生早期支援システム（平成20年度前期）について、資料４のとおり報告があった。 
② 平成21年度科学研究費補助金の公募について、資料５のとおり報告があった。 
③ 次回の審議会を10月28日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 

 


